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 要  旨 
 近年，半導体製造技術の進歩によって CPU の性能・機能は著しい向上を遂げてきたが，主に
動作周波数や IPC の向上といったシングルコアプロセッサの性能向上に主眼がおかれていた．し
かしチップの微細化やトランジスタのスイッチング数増加による消費電力・発熱量の増大やリー
ク電流の増加が問題となっており，ここ数年はシングルコアプロセッサの性能向上は頭打ちにな
っている． 
 このような現状を打開するためのアプローチの１つとして登場し，現在注目を集めているのが
チップ上にプロセッサコアを複数搭載する Chip-Multi Processor である．CMP では複数のプロ
セスやスレッドを各コアで独立して実行することでシステム全体の処理能力を向上させるもので
ある．一方，CMP では CPU 全体でコアが一つの場合より多くのメモリアクセスが発生するため，
コア一つあたりのメモリバンド幅が相対的に縮小してしまう．そのためコアが一つの場合と比べ，
性能低下を避けるためにオンチップ・キャッシュメモリのヒット率がさらに重要となる． 
 一般に CMP ではメモリに近い低次かつ大容量のセットアソシアティブキャッシュを複数コア
で共有するが，コア間における競合ミスが発生する場合において性能が低下することがある．そ
こで競合ミスによる性能低下を避けるため，共有キャッシュの領域を分割し各コアが利用できる
領域に制限を加える手法が提案されてきた．しかし既存手法では分割割合を「キャッシュ全体を
どのような比率で分割するか」ということのみに着目して決めているため，キャッシュ内の各セ
ットにおいてどのような比率で各コアのブロックが存在しているかは把握していない．したがっ
て各セットにおいて競合ミスの頻発や効率の悪い追い出しブロックの選択等が行われてしまう可
能性がある． 
 そこで本研究では既存手法が考慮していなかったセットごとの最適な分割割合に着目し，セッ
トごとに異なる分割割合を設定する方式を提案した．またシミュレータによって本研究の提案手
法の有効性を確認した． 
 
